
暑さ指数（WBGT）について

スポーツを行う際に目安となるWBGTとは？

「気候変動 ×スポーツ」CONTENTS ②

　熱中症を予防する指標である「暑さ指数（WBGT）」をご存知でしょうか。
　暑さ指数（WBGT（湿球黒球温度）：Wet Bulb Globe Temperature）は、熱中症を予防することを目的として1954年に
アメリカで提案された指標です。単位は気温と同じ摂氏度（℃）で示されますが、その値は気温とは異なります。
　暑さ指数（WBGT）は、人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目しており、人体の熱収支に与える影響の大きい①湿度、
②日射・輻射（ふくしゃ）など周辺の熱環境、 ③気温の３つを取り入れた指標です。

暑さ指数25（気温28℃）でも
積極的に休憩をとる、適宜水分・塩分を
補給するといった対策が必要です。

運動時における熱中症発生の暑さ指数（WBGT）をみると、

熱中症事故発生件数は
25前後から増え始め、
28を超えると急激に増加

28～31（気温31～35℃）　厳重警戒

31以上（気温35℃以上） 　運動は原則中止

気候変動 ×スポーツ 検索

（参照）環境省「熱中症予防サイト」　https://www.wbgt.env.go.jp/

地球温暖化の影響による気温上昇、真夏日や猛暑日の増加に伴い、熱中症のリスクも増加。

しかし！




